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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】バルーン取付治具を簡易に製造するための方法
を提供する。
【解決手段】バルーンを、内視鏡の挿入部又は前記内視
鏡の挿入部の挿入を補助する挿入補助具に取り付けるた
めのバルーン取付治具を製造するための方法において、
折り曲げられることにより内周面同士が重ね合わせられ
た状態の紙筒を略Ｈ型にプレス打ち抜きすることにより
、二つ折りされた状態の第１リング片と第２リング片を
有するリング体、前記リング体の縁部一端に連続し、か
つ、二つ折りされた状態の第１ガイド片と第２ガイド片
、前記リング体の前記第１ガイド片が連続する縁部とは
反対側の縁部一端に連続し、かつ、二つ折りされた状態
の第１導入片、及び、前記リング体の前記第２ガイド片
が連続する縁部とは反対側の縁部他端に連続する、前記
第１導入片より延長されておりかつ二つ折りされた状態
の第２導入片を備えたバルーン取付治具を形成する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二つの筒部と前記筒部と筒部の間に設けられたバルーン本体とを含むバルーンを、内視
鏡の挿入部又は前記内視鏡の挿入部の体腔内への挿入を補助する挿入補助具に取り付ける
ためのバルーン取付治具を製造するための方法において、
　軸方向に延びる一方の折れ線及び他方の折れ線に沿って折り曲げられることにより内周
面同士が重ね合わせられた状態の紙筒を略Ｈ型にプレス打ち抜きすることにより、前記一
方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第１リング片及び前記他方の折れ線に沿って二
つ折りされた状態の第２リング片を有するリング体、前記リング体の縁部一端に連続し、
かつ、前記一方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第１ガイド片、前記リング体の縁
部他端に連続し、かつ、前記他方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第２ガイド片、
前記リング体の前記第１ガイド片が連続する縁部とは反対側の縁部一端に連続し、かつ、
前記一方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第１導入片、及び、前記リング体の前記
第２ガイド片が連続する縁部とは反対側の縁部他端に連続する、前記第１導入片より延長
されておりかつ前記他方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第２導入片を備えたバル
ーン取付治具を形成することを特徴とするバルーン取付治具製造方法。
【請求項２】
　前記紙筒の前記第１リング片と第２リング片の間の境界に相当する部分には予め折れ線
が形成されていることを特徴とする請求項１に記載のバルーン取付治具製造方法。
【請求項３】
　前記紙筒の前記第１リング片と第２リング片の間の境界に相当する部分に形成された折
れ線に沿って前記第１リング片と前記第２リング片を外側が山部となるように折り曲げる
ことにより、前記二つ折りされた状態の前記第１及び第２リング片、前記第１及び第２ガ
イド片、及び、前記第１及び第２導入片を二つ折りされる前の平坦な状態に戻すとともに
、前記第１リング片と第２リング片、前記第１ガイド片と第２ガイド片、及び、前記第１
導入片と第２導入片をそれぞれ重ね合わせる工程を備えることを特徴とする請求項２に記
載のバルーン取付治具製造方法。
【請求項４】
　前記第１及び第２リング片、前記第１及び第２ガイド片、及び、前記第１及び第２導入
片の内側面に潤滑性を付与するための工程を備えることを特徴とする請求項１から３のい
ずれかに記載のバルーン取付治具製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はバルーン取付治具製造方法に係り、特に内視鏡の挿入部又は挿入部を体腔内に
挿入する際のガイドとなる挿入補助具にバルーンを取り付けるためのバルーン取付治具製
造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、二つの筒部と該筒部と筒部の間に設けられたバルーン本体とを含むバルーンを、
内視鏡の挿入部又は前記内視鏡の挿入部の体腔内への挿入を補助する挿入補助具に取り付
けるためのバルーン取付治具が提案されている（例えば特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１に記載のバルーン取付治具１０´は、図９に示す形状のシートを６本の山折
り線１ ７ ´、１ ７´ … に沿って山折りし、シート両端に形成された糊代部１９´ 、
１９´ を接着することにより、図１０に示す六角筒状に形成される。
【特許文献１】特開２００５－１９３０００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、特許文献１に記載のバルーン取付治具１０においては、図９に示すよう
にシートを切り抜き、このシートを六角筒状に山折りし、さらに、糊代部１９´、１９´
を接着しなければならず、製造のための工数が多いという問題がある。
【０００５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、バルーン取付治具を簡易に製造する
ための方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、二つの筒部と前記筒部と筒部の
間に設けられたバルーン本体とを含むバルーンを、内視鏡の挿入部又は前記内視鏡の挿入
部の体腔内への挿入を補助する挿入補助具に取り付けるためのバルーン取付治具を製造す
るための方法において、軸方向に延びる一方の折れ線及び他方の折れ線に沿って折り曲げ
られることにより内周面同士が重ね合わせられた状態の紙筒を略Ｈ型にプレス打ち抜きす
ることにより、前記一方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第１リング片及び前記他
方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第２リング片を有するリング体、前記リング体
の縁部一端に連続し、かつ、前記一方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第１ガイド
片、前記リング体の縁部他端に連続し、かつ、前記他方の折れ線に沿って二つ折りされた
状態の第２ガイド片、前記リング体の前記第１ガイド片が連続する縁部とは反対側の縁部
一端に連続し、かつ、前記一方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第１導入片、及び
、前記リング体の前記第２ガイド片が連続する縁部とは反対側の縁部他端に連続する、前
記第１導入片より延長されておりかつ前記他方の折れ線に沿って二つ折りされた状態の第
２導入片を備えたバルーン取付治具を形成することを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、略Ｈ型にプレス打ち抜きすることのみにより、バルー
ン取付治具を製造することが可能となる。従って、バルーン取付治具を極めて簡易に製造
することが可能となる。
【０００８】
　また、請求項１に記載の発明によれば、紙筒を略Ｈ型にプレス打ち抜きすることにより
、バルーン取付治具には折りぐせがつけられる。この折りぐせにより、バルーン取付治具
（第１及び第２リング片、第１及び第２ガイド片、及び、第１及び第２導入片）は、第１
リング片と第２リング片の間（さらに第１ガイド片と第２ガイド片の間、第１導入片と第
２導入片の間）に内視鏡の挿入部又は挿入補助具を通過させるスペースを形成する方向に
折れ曲がろうとする。すなわち、バルーン取付治具は、各折れ線に沿って外側が山部とな
るように折れ曲がろうとする。これにより、内視鏡の挿入部又は挿入補助具を、バルーン
取付治具の間（第１リング片と第２リング片の間、第１ガイド片と第２ガイド片の間、及
び、第１導入片と第２導入片の間）に容易に挿入することが可能となる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記紙筒の前記第１リング
片と第２リング片の間の境界に相当する部分には予め折れ線が形成されていることを特徴
とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、第１リング片と第２リング片の間の境界に相当する部
分には予め折れ線が形成されているので、この折れ線に沿って第１リング片と第２リング
片を外側が山部となるように容易に折り曲げることが可能となる。
【００１１】
　また、請求項２に記載の発明によれば、このように予め形成された折れ線に沿って折り
曲げることにより、二つ折りされた状態の第１及び第２リング片（さらに第１及び第２ガ
イド片、及び、第１及び第２導入片）を二つ折りされる前の平坦な状態に戻すとともに、
第１リング片と第２リング片（さらに第１ガイド片と第２ガイド片、第１導入片と第２導
入片、及び、軸方向に延びる二つの折れ線同士）を容易かつ正確に重ね合わせることが可
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能となる。
【００１２】
　さらに、請求項２に記載の発明によれば、上記のように重ね合わせられた軸方向に延び
る二つの折れ線に沿って、上記のように重ね合わせられた状態の第１及び第２リング片（
さらに第１及び第２ガイド片、及び、第１及び第２導入片）を第１導入片が外側となるよ
うに容易かつ正確に二つ折りすることが可能となる。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明において、前記紙筒の前記第１リング
片と第２リング片の間の境界に相当する部分に形成された折れ線に沿って前記第１リング
片と前記第２リング片を外側が山部となるように折り曲げることにより、前記二つ折りさ
れた状態の前記第１及び第２リング片、前記第１及び第２ガイド片、及び、前記第１及び
第２導入片を二つ折りされる前の平坦な状態に戻すとともに、前記第１リング片と第２リ
ング片、前記第１ガイド片と第２ガイド片、及び、前記第１導入片と第２導入片をそれぞ
れ重ね合わせる工程を備えることを特徴とする。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、使用状態を想起しやすい外観のバルーン取付治具を提
供することが可能となる。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、前記第１及び第２リング片、前記第１及び第２ガイド片、及
び、前記第１及び第２導入片の内側面に潤滑性を付与するための工程を備えることを特徴
とする。
【００１６】
　請求項４に記載の発明によれば、第１及び第２リング片等の内側面への潤滑性を付与す
ることにより、内視鏡の挿入部又は挿入補助具と第１及び第２リング片等との間の摩擦抵
抗が小さくなる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、バルーン取付治具を簡易に製造するための方法を提供することが可能
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態であるバルーン取付治具の製造方法について図面を参照しな
がら説明する。
【００１９】
　図１は、内視鏡の挿入部１００、バルーン２００、及び、本実施形態のバルーン取付治
具３００の斜視図である。
【００２０】
　バルーン２００は、二つのバルーン筒部２１０、２２０、及び、一方のバルーン筒部２
１０と他方のバルーン筒部２２０の間に設けられたバルーン本体２３０（膨張部ともいう
）を有しており、例えば、ゴム等の弾性体により一体的に形成されている。
【００２１】
　各バルーン筒部２１０、２２０の内径は、内視鏡の挿入部１００の外径よりも小さくな
っている。従って、図１に示すように、各バルーン筒部２１０、２２０に内視鏡の挿入部
１００を挿入すると、バルーン２００は、各バルーン筒部２１０、２２０の弾性力により
内視鏡の挿入部１００に略密着固定される。
【００２２】
　図２は、本実施形態のバルーン取付治具３００の斜視図である。図３は、バルーン取付
治具３００を構成するための紙筒の斜視図である。
【００２３】
　バルーン取付治具３００は、バルーン２００を内視鏡の挿入部１００に取り付けるため
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の治具であり、図３（ａ）に示すように、予め四本の折れ線Ｌ１～Ｌ４が形成されている
（例えば凹部状のラインが形成されている、あるいは、ミシン目状のラインが形成されて
いる）シートＳ（例えば、ケント紙等の所定の剛性を有する一枚のシート）を一方の折れ
線Ｌ１、及び、他方の折れ線Ｌ２に沿って二つ折りし図３（ｂ）に示すように接着するこ
とにより内周面同士が重ね合わせられた状態の紙筒を構成し、この紙筒を図３（ｃ）（ｄ
）に示すように略Ｈ型にプレス打ち抜きすることにより形成される。
【００２４】
　プレス打ち抜きされたバルーン取付治具３００は、図３（ｄ）に示すように、一方の折
れ線Ｌ１に沿って二つ折りされた状態の第１リング片３１１及び他方の折れ線Ｌ２に沿っ
て二つ折りされた状態の第２リング片３１２を有するリング体３１０、リング体３１０の
縁部一端に連続し、かつ、一方の折れ線Ｌ１に沿って二つ折りされた状態の第１ガイド片
３３１、リング体３１０の縁部他端に連続し、かつ、他方の折れ線Ｌ２に沿って二つ折り
された状態の第２ガイド片３３２、リング体３１０の第１ガイド片３３１が連続する縁部
とは反対側の縁部一端に連続し、かつ、一方の折れ線Ｌ１に沿って二つ折りされた状態の
第１導入片３２１、及び、リング体３１０の第２ガイド片３３２が連続する縁部とは反対
側の縁部他端に連続する、第１導入片３２１より延長されておりかつ他方の折れ線Ｌ２に
沿って二つ折りされた状態の第２導入片３２２を備えている。
【００２５】
　図３（ｄ）に示すように、第１リング片３１１と第２リング片３１２の間の境界に相当
する部分には予め折れ線Ｌ３、Ｌ４が形成されているので、図２に示すように、この折れ
線Ｌ３、Ｌ４に沿って第１リング片３１１と第２リング片３１２を外側が山部となるよう
に容易かつ正確に折り曲げることが可能となっている。
【００２６】
　また、このように予め形成された折れ線Ｌ３、Ｌ４に沿って折り曲げることにより、二
つ折りされた状態の第１及び第２リング片３１１、３１２（さらに第１及び第２ガイド片
３３１、３３２、及び、第１及び第２導入片３２１、３２２）を、図２に示すように二つ
折りされる前の平坦な状態に戻すとともに、第１リング片３１１と第２リング片３１２（
さらに第１ガイド片３３１と第２ガイド片３３２、第１導入片３２１と第２導入片３２２
、及び、軸方向に延びる二つの折れ線同士Ｌ１、Ｌ２）を、容易かつ正確に重ね合わせる
ことが可能となっている。このように、予め形成された折れ線Ｌ３、Ｌ４に沿って折り曲
げることにより、使用状態を想起しやすい外観のバルーン取付治具３００を提供すること
が可能となる。
【００２７】
　また、第１及び第２リング片３１１、３１２、第１及び第２ガイド片３３１、３３２及
び、第１及び第２導入片３２１、３２２の内側面（互いに対向する面）には、コーンスタ
ーチ等の潤滑材を付着させる工程をプレス型抜き時等に実施することにより、潤滑性が付
与されている。
【００２８】
　図２、図３に示すように、リング体３１０は、第１リング片３１１の縁部略中央に形成
された第１導入片３２１、及び、第２リング片３１２の縁部略中央に形成されており、第
１導入片３２１に重ね合わされる第２導入片３２２を備えている。
【００２９】
　第２導入片３２２は、第１導入片３２１よりも延長された延長部分３２２ａを有してお
り、図６に示すように、この延長部分３２２ａに内視鏡の挿入部１００を当接させてめく
り上げることが可能となっている。内視鏡の挿入部１００は、このめくり上げた第２導入
片３２２と第１導入片３２１の間に挿入され、次いで、リング体３１０（第１リング片３
１１と第２リング片３１２の間）に挿入され、次いで、リング体３１０に設けられた第１
ガイド片３３１と第２ガイド片３３２の間に挿入されるので（図７参照）、第１ガイド片
３３１と第２ガイド片３３２の間への内視鏡の挿入部１００の挿入を容易に（スムースか
つ迅速に）行うことが可能となっている。
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【００３０】
　図６に示すように、第１及び第２導入片３２１、３２２の幅Ｈ１は、内視鏡の挿入部１
００の径Ｈ２よりも長くなっている。従って、内視鏡の挿入部１００を延長部分３２２ａ
に当接させやすくなっている（すなわち、延長部分３２２ａをラフに狙っても当接させや
すくなっている）。また、第１及び第２導入片３２１、３２２の幅Ｈ１は、リング体３１
０の幅Ｈ３よりも短くなっている。従って、第１及び第２導入片３２１、３２２の幅Ｈ１
がリング体３１０の幅Ｈ３と同じ場合と比較すると、延長部分３２２ａの剛性が弱まるの
で、延長部分３２２ａを比較的弱い力でめくり上げることが可能となっている。
【００３１】
　図２、図３に示すように、リング体３１０は、第１導入片３２１が形成された縁部とは
反対側の第１リング片３１１の縁部略中央に形成された第１ガイド片３３１、及び、第２
導入片３２２が形成された第２リング片３１２の縁部とは反対側の縁部略中央に形成され
ており第１ガイド片３３１に重ね合わされる第２ガイド片３３２を備えている。
【００３２】
　図２に示すように、第１及び第２ガイド片３３１、３３２が隣接するリング体３１０の
縁部３１３は、術者等の作業者の指を掛けることができる程度の長さＨ４（例えば指の太
さ）に設定されている。すなわち、この縁部３１３は、指掛け部として機能する。
【００３３】
　第１及び第２ガイド片３３１、３３２は、図２に示すように重ね合わせられ、かつ、図
４に示すように中心線Ａ３に沿って二つ折りされた状態で自然状態のバルーン筒部２１０
に挿入される。第１及び第２ガイド片３３１、３３２は二つ折りされ幅Ｈ６がバルーン筒
部２１０内径Ｈ７よりも短くなった状態（図４参照）でバルーン筒部２１０に挿入される
ので、第１及び第２ガイド片３３１、３３２がバルーン筒部２１０内壁に接触することが
殆どなく、第１及び第２ガイド片３３１、３３２のバルーン筒部２１０への挿入を極めて
容易に（スムースかつ迅速に）行うことが可能となっている。
【００３４】
　第１及び第２ガイド片３３１、３３２（第１及び第２リング片３１１、３１２、第１及
び第２導入片３２１、３２２も同様）には中心線Ａ３に沿って予め折れ線が形成されてい
る（例えば中心線Ａ３に沿って凹部が形成されている、あるいは、中心線Ａ３に沿ってミ
シン目が形成されている）。従って、第１及び第２ガイド片３３１、３３２（第１及び第
２リング片３１１、３１２、第１及び第２導入片３２１、３２２も同様）を中心線Ａ３に
沿って容易に二つ折りすることが可能となっている。
【００３５】
　図２に示すように、第１及び第２ガイド片３３１、３３２の先端にはテーパＴが形成さ
れている。従って、第１及び第２ガイド片３３１、３３２を重ね合わせ、中心線Ａ３に沿
って二つ折りすると、図４に示すように先端片側のみが傾斜した形状となる。従って、第
１及び第２ガイド片３３１、３３２のバルーン筒部２１０への挿入を極めて容易に（スム
ースかつ迅速に）行うことが可能となっている。
【００３６】
　図５に示すように、第１及び第２ガイド片３３１、３３２は、バルーン筒部２１０内に
位置させられた後、二つ折りされる前の状態に戻される。
【００３７】
　第１及び第２ガイド片３３１、３３２は、二つ折りされる前の幅Ｈ５が自然状態のバル
ーン筒部２１０内周の円周長さ（内径Ｈ６×π）の１／２よりも長くなっている（又は一
方の筒部内周の円周長さの１／２と略同じになっている）。従って、第１及び第２ガイド
片３３１、３３２を二つ折りする前の元の状態に戻すと、バルーン筒部２１０は、第１及
び第２ガイド片３３１、３３２により押し広げられ、その弾性力により第１及び第２ガイ
ド片３３１、３３２に密着する。
【００３８】
　次に、上記構成のバルーン取付治具３００を用いてバルーン２００を内視鏡の挿入部１
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００に取り付ける動作について説明する。
【００３９】
　まず、図２に示すように、第１リング片３１１（第１導入片３２１、第１ガイド片も３
３１同様）と第２リング片３１２（第２導入片３２２、第２ガイド片３３２も同様）を重
ね合わせ、さらに、図４に示すように中心線Ａ３（互いに重ね合わせられた折れ線Ｌ１、
Ｌ２）に沿って第１導入片３２１が外側となるように二つ折りする。第１及び第２リング
片３１１、３１２（第１及び第２導入片３２１、３２２、第１及び第２ガイド片３３１、
３３２も同様）には中心線Ａ３に沿って予め折れ線Ｌ１、Ｌ２（互いに重ね合わせられた
折れ線Ｌ１、Ｌ２）が形成されている（例えば中心線に沿って予め凹部が形成されている
、あるいは、中心線に沿って予めミシン目が形成されている）ので、中心線Ａ３に沿って
容易かつ正確に二つ折りすることが可能となっている。
【００４０】
　次に、図４に示すように二つ折りされた状態の第１及び第２ガイド片３３１、３３２を
自然状態のバルーン筒部２１０に挿入する。第１及び第２ガイド片３３１、３３２は二つ
折りされた幅Ｈ６がバルーン筒部２１０内径Ｈ７よりも短くなった状態（図４参照）でバ
ルーン筒部２１０に挿入されるので、第１及び第２ガイド片３３１、３３２がバルーン筒
部２１０内壁に接触することが殆どなく、第１及び第２ガイド片３３１、３３２のバルー
ン筒部２１０への挿入を極めて容易に（スムースかつ迅速に）行うことが可能となってい
る。
【００４１】
　次に、図５に示すように、バルーン筒部２１０内に位置させられた第１及び第２ガイド
片３３１、３３２を二つ折りされる前の平坦な状態に戻す。第１及び第２ガイド片３３１
、３３２は、二つ折りされる前の平坦な状態の幅Ｈ５が自然状態のバルーン筒部２１０内
周の円周長さ（内径Ｈ６×π）の１／２よりも長くなっている（又は筒部２１０内周の円
周長さの１／２と略同じになっている）。従って、第１及び第２ガイド片３３１、３３２
を二つ折りする前の元の状態に戻すと、バルーン筒部２１０は、第１及び第２ガイド片３
３１、３３２により押し広げられ、その弾性力により第１及び第２ガイド片３３１、３３
２に密着する。
【００４２】
　次に、図６に示すように、第２導入片３２２の延長部分３２２ａに内視鏡の挿入部１０
０を当接させてめくり上げる。これにより、内視鏡の挿入部１００を、このめくり上げた
第２導入片３２２と第１導入片３２１の間に、次いで、リング体３１０（第１リング片３
１１と第２リング片３１２の間）に、次いで、リング体３１０に設けられた第１ガイド片
３３１と第２ガイド片３３２の間に（図７参照）、順次挿入することが可能となっている
。
【００４３】
　ここで、バルーン取付治具３００には、紙筒を略Ｈ型にプレス打ち抜きすることにより
、折りぐせがつけられている。この折りぐせにより、バルーン取付治具３００（第１及び
第２リング片３１１、３１２、第１及び第２ガイド片３３１、３３２、及び、第１及び第
２導入片３２１、３２２）は、第１リング片３１１と第２リング片３１２の間（さらに第
１ガイド片３３１と第２ガイド片３３２の間、第１導入片３２１と第２導入片３２２の間
）に内視鏡の挿入部１００を通過させるスペースを形成する方向に折れ曲がろうとする。
すなわち、バルーン取付治具３００は、図７に示すように各折れ線Ｌ１、Ｌ２に沿って外
側が山部となるように折れ曲がろうとする。これにより、内視鏡の挿入部１００を、バル
ーン取付治具３００の間（第１リング片３１１と第２リング片３１２の間、第１ガイド片
３３１と第２ガイド片３３２の間、及び、第１導入片３２１と第２導入片３２２の間）に
容易に挿入することが可能となる。
【００４４】
　また、第１及び第２リング片３１１、３１２等の内側面にはコーンスターチ等により潤
滑性が付与されているので、内視鏡の挿入部１００と第１及び第２リング片３１１、３１
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２等との間の摩擦抵抗が小さくなっている。従って、内視鏡の挿入部１００を、バルーン
取付治具３００の間（第１リング片３１１と第２リング片３１２の間、第１ガイド片３３
１と第２ガイド片３３２の間、及び、第１導入片３２１と第２導入片３２２の間）により
スムースに挿入することが可能となっている。
【００４５】
　この挿入に際しては、第１及び第２ガイド片３３１、３３２が隣接するリング体３１０
の縁部３１３（指掛け部。図２等参照）に、術者等の作業者の指を掛けることができるの
で、内視鏡の挿入部１００へのバルーン２００の取り付け及び取り付けた後の本取付治具
の抜去を極めて容易に（スムースかつ迅速に）行うことが可能となっている。
【００４６】
　なお、図６に示すように、第１及び第２導入片３２１、３２２の幅Ｈ１は、内視鏡の挿
入部１００の径Ｈ２よりも長くなっている。従って、内視鏡の挿入部１００を延長部分３
２２ａに当接させやすくなっている（すなわち、延長部分３２２ａをラフに狙っても当接
させやすくなっている）。また、第１及び第２導入片３２１、３２２の幅Ｈ１は、リング
体３１０の幅Ｈ３よりも短くなっている。従って、第１及び第２導入片３２１、３２２の
幅Ｈ１がリング体３１０の幅Ｈ３と同じ場合と比較すると、延長部分３２２ａの剛性が弱
まるので、延長部分３２２ａを比較的弱い力でめくり上げることが可能となっている。
【００４７】
　第１及び第２ガイド片３３１、３３２は、バルーン筒部２１０よりも摩擦係数の小さい
シートＳにより形成されている。また、図８に示すように、第１及び第２ガイド片３３１
、３３２は、中心線Ａ３に沿って折れ曲がり、内視鏡の挿入部１００外周面と線接触する
。さらに、図７、図８に示すように第１ガイド片３３１と第２ガイド片３３２の間（すな
わちバルーン筒部２１０）に内視鏡の挿入部１００を挿入した状態で、バルーン筒部２１
０と内視鏡の挿入部１００の間に間隔Ｈ８が形成される。従って、内視鏡の挿入部１００
を第１ガイド片３３１と第２ガイド片３３２の間（すなわちバルーン筒部２１０）にスム
ースに（内視鏡の挿入部１００がバルーン筒部２１０に接触することなく）挿入すること
が可能となっている。
【００４８】
　次に、指掛け部３１３に術者等の作業者の指を掛けてバルーン取付治具３００（及びバ
ルーン２００）を図７中の矢印方向に移動させ、例えば、図１に示す所定取付位置にバル
ーン取付治具３００（及びバルーン２００）を位置させる。そして、バルーン筒部２１０
と内視鏡の挿入部１００の間からバルーン取付治具３００（すなわち第１及び第２ガイド
片３３１、３３２）を抜き取る。これにより、内視鏡の挿入部１００へのバルーン２００
の取付が完了する。
【００４９】
　なお、上記のように第１ガイド片３３１と第２ガイド片３３２の間に内視鏡の挿入部１
００を挿入すると、第１及び第２ガイド片３３１、３３２との間隔（バルーン筒部２１０
）がさらに押し広げられ、バルーン筒部２１０の弾性力により、第１及び第２ガイド片３
３１、３３２とバルーン筒部２１０はさらに強固に密着するので、バルーン取付治具３０
０（及びバルーン２００）を図７中の矢印方向に移動させても、バルーン筒部２１０が第
１及び第２ガイド片３３１、３３２から脱落することはない。
【００５０】
　その後、第１リング片３１１と第２リング片３１２を離間する方向に広げてバルーン取
付治具３００を図７の矢印とは反対方向に移動させバルーン２００の上から抜き取る。そ
の時に、指掛け部３１３がＨ４（又リング体３１０がＨ３）という所定の幅を有している
ため、第１リング片３１１と第２リング片３１２を離間する方向に広げた時にバルーン２
００に接触しない程度の径を持ち、バルーン２００を傷つけずに抜き取れる。なお、第１
リング片３１１と第２リング片３１２を離間する方向に広げた時の径はバルーン２００に
若干接触しても、バルーン２００を傷つけない程度の大きさであれば問題ない。
【００５１】
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　以上説明したように、本実施形態のバルーン取付治具の製造方法によれば、軸方向に延
びる二つの折れ線Ｌ１、Ｌ２に沿って折り曲げられることにより内周面同士が重ね合わせ
られた状態の紙筒を略Ｈ型にプレス打ち抜きすることのみにより、バルーン取付治具３０
０を製造することが可能となる。従って、バルーン取付治具３００を極めて簡易に製造す
ることが可能となる。
【００５２】
　次に、変形例について説明する。
【００５３】
　上記実施形態では、バルーン取付治具３００は、バルーン２００を内視鏡の挿入部１０
０に取り付けるための治具であるように説明したが、本発明はこれに限定されない。例え
ば、バルーン取付治具３００を用いて、バルーン２００を内視鏡の挿入部１００の体腔内
への挿入を補助する挿入補助具（図示せず）に取り付けることも可能である。
【００５４】
　上記実施形態はあらゆる点で単なる例示にすぎない。これらの記載によって本発明は限
定的に解釈されるものではない。本発明はその精神または主要な特徴から逸脱することな
く他の様々な形で実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】内視鏡の挿入部１００、バルーン２００、及び、本実施形態のバルーン取付治具
３００の斜視図である。
【図２】バルーン取付治具３００の斜視図である。
【図３】バルーン取付治具３００を構成するための紙筒の斜視図である。
【図４】二つ折りした状態のバルーン取付治具３００（第１及び第２ガイド片３３１、３
３２）とバルーン２００（バルーン筒部２１０）との関係を説明するための図である。
【図５】二つ折りする前のバルーン取付治具３００（第１及び第２ガイド片３３１、３３
２）とバルーン２００（バルーン筒部２１０）との関係を説明するための図である。
【図６】第２導入片３２２の延長部分３２２ａの機能を説明するための図である。
【図７】バルーン取付治具３００（第１及び第２ガイド片３３１、３３２）の間に内視鏡
の挿入部１００を挿入した状態を説明するための図である。
【図８】図７のＡ－Ａ´で切断した断面図である。
【図９】従来のバルーン取付治具を説明するための図である。
【図１０】従来のバルーン取付治具を説明するための図である。
【符号の説明】
【００５６】
１００…内視鏡の挿入部、２００…バルーン、２１０…バルーン筒部、２２０…バルーン
筒部、３００…バルーン取付治具、３１０…リング体、３１１…第１リング片、３１２…
第２リング片、３１３…縁部（指掛け部）、３２１…第１導入片、３２２…第２導入片、
３２２ａ…延長部分、３３０…糊代片、３３１…第１ガイド片、３３２…第２ガイド片、
Ａ１、Ａ２…境界線、Ａ３…中心線、Ｓ…シート、Ｔ…テーパ



(10) JP 2009-28350 A 2009.2.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 2009-28350 A 2009.2.12

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】

【図９】



(12) JP 2009-28350 A 2009.2.12

【図１０】



(13) JP 2009-28350 A 2009.2.12

10

フロントページの続き

(72)発明者  赤羽　秀文
            埼玉県さいたま市北区植竹町１丁目３２４番地　フジノン株式会社内
(72)発明者  寄藤　真一
            埼玉県さいたま市北区植竹町１丁目３２４番地　フジノン株式会社内
(72)発明者  岡田　藤夫
            埼玉県さいたま市北区植竹町１丁目３２４番地　フジノン株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 CA08  DA16  DA57 
　　　　 　　  4C061 FF36  GG25  JJ06 



专利名称(译) 球囊安装夹具的制造方法

公开(公告)号 JP2009028350A 公开(公告)日 2009-02-12

申请号 JP2007196072 申请日 2007-07-27

[标]申请(专利权)人(译) 富士写真光机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士公司

[标]发明人 斎藤公寿
藤倉哲也
大橋克章
赤羽秀文
寄藤真一
岡田藤夫

发明人 斎藤 公寿
藤倉 哲也
大橋 克章
赤羽 秀文
寄藤 真一
岡田 藤夫

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24

FI分类号 A61B1/00.300.B A61B1/00.320.C G02B23/24.A A61B1/00.650 A61B1/01.513

F-TERM分类号 2H040/CA08 2H040/DA16 2H040/DA57 4C061/FF36 4C061/GG25 4C061/JJ06 4C161/FF36 4C161
/GG25 4C161/JJ06

其他公开文献 JP4925959B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)
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附接到内窥镜的插入部的球囊附接夹具的制造方法或用于协助内窥镜的
插入部的插入的插入辅助工具的制造方法中，通过弯曲来制造球囊附接
夹具。 一种环形体，其具有第一环形件和第二环形件，该环形件通过在
圆周表面彼此重叠成大致H形的状态下对纸筒进行冲压而被折叠成两个，
并且该环形体的一个边缘部分。 并且，第一引导件和第二引导件在被折
叠成两个的状态下是连续的，并且在与环体的第一引导件连续的边缘部
分相反的一侧的边缘部分，以及， 第一引入件处于对折状态，并且环体
的第二引导件在与第二引导件连续的边缘相对的边缘的另一端连续，并
且从第一引入件延伸。 以及具有第二引入件折叠成两个的气球去除装置 
形成附件夹具。 [选择图]图2
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